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課題「献上桃の郷」展開プロジェクトとして、 

町のイメージアップを図っているが、 

多くの素材と施策がうまく発信されていないのではないか？ 

「桑折町の魅力を効果的に発信していく戦略と手法」 

⇒「町のイメージアップと交流人口、関係人口の創出・拡大」を実現する 

「町民参加を促し、双方向の情報充実を図っていく効果的・効率的な手法 

⇒「行政情報の時期を的確に捉えた情報発信と広聴機会の充実」を実現する 

シティプロモーションの戦略が必要 

・効果的なＰＲの方法とは？ 

・いかに費用をかけず、効果的なＰＲを図るか 

 

 

 

 

〇 サービスを要求するだけの人口を増やすのではない。 

〇 たまたま住んでいるだけの、桑折に何の関心もない、行政サービスを要求する 

だけの人口を増やすのではない。 
 

☆【共創参画】 

桑折のありようを考え、行政、地域企業、ＮＰＯとともに、桑折をつくろ 

うとする人口を増やす。町民が桑折に積極的に関われば、町民の力で桑折の 

課題を解決することができる。 
 

☆【プロモーション】 

町民が桑折の魅力を創りだす当事者となれば、自分たちが創り上げた桑折 

の魅力を多くの人々に推奨したくなる。その推奨の力が、桑折内外の人々を 

動かす。 
 

※ 様々な人々が桑折の公共サービスをより的確に提供していく ※ 

 

 

◎ プロモーションによって 

共創参画という桑折を担う力を創り出し 
 

◎   桑折を担う力を活用することによって 

役場だけの力ではないプロモーションをしていく 

 

 

桑折に真剣（マジ）になる人を増やし、 

この方達にもプロモーションを担ってもらう 

 

課題解決の方向性 

桑折町の課題 
概要 考え方 
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《ブランドメッセージの創造》 

   研究会で創造(例示)⇒町民で創造することを推奨します！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ブランドメッセージの実現に向けて、桑折町役場が動き出す》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  《 ☆ 研究員が考える役場の企画による事業 (実施に当たっては、多様な主体と連携協力) 》 

概要 実践 

◎ 桑折町民による目指す桑折らしさ（ブランドメッセージ）を創造 

  《 「地域魅力創造サイクル」を活用 》 

◎ ブランドメッセージの実現に向けて担う力が結集していく 

 ⇒ 結集した担う力がプロモーション 

   《 「メディア活用戦略モデル」を活用 》 

 

共創参画プロモーションの実施 
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《ブランドメッセージの実現に向けて、多様な主体も動き出す》 

 

◎ 桑折町には、桑折をより良く 

しようと真剣に取り組んでいる 

「人」がいます。 

   

◎ 桑折に住む人、通う人には、 

桑折に関わりたい気持ちがあっ 

ても、参加できていない人、ど 

う関わっていいのか分からない 

人、が多くいます。 

 

◎ 桑折の課題を解決するために必要な知恵や力が眠っています。 

 

 

 

 

 

○ 桑折に関わっていない人に桑折の課題解決に参画するよう呼び掛けても、参加しづらい。 

 

☆ 町民の関心が高いテーマを様々に設定した対話の場を事務局（当初は役場、やがて 

（仮称）桑折町プロモーションセンターにシフト）が継続的に開催し、町民らが自分 

の興味があるものに参加できるようにする。 
 

☆ 関心が高いテーマの設定は、「（仮称）桑折町民トライアルサポートセンター」や 

「シティプロモーションアイディア貯金箱」その他アンケート調査等において住民か 

ら寄せられた内容を基に行う。 
 

☆ 対話の場において、参加者同士で桑折の課題の発見や理解を深めていくことを通じ 

て、桑折への関心を高め、積極的な関わり意欲の醸成と行動促進を喚起する。 
 

☆ 行動促進に必要な知識や技術の習得講座を設けるとともに、活動実践を通して、出 

会い、つながり、お互いからの学びなどにより、桑折の課題や深いニーズと自分ので 

きることに気付き、みんなの力を借りて共に継続できる仕組み・事業を生み出す。 

 

 

 

◎ 桑折には、課題意識のある人、想いのある人、技術のある人、場所を持つ人、ネッ 

トワークのある人など様々に持っているものがある。企業、既存の NPOなどの機関も 

ある。対話から始まりステップアップ。町民が自ら結びつけ「桑折」にマジになる 

力が生まれる。地域を支えていく土台、桑折にソフトなインフラが整備される。 

ブランドメッセージの実現に向けて結束 

(対話から始まるステップアップ)によりソフトなインフラが整備される 

結束を維持発展させる組織として、多様な主体の職員等で運営する 

「(仮称)桑折町シティプロモーションセンター」を設置する 
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☆☆☆ 桑折の町にしっくりする人をまず明確にした上でしっくりする人 

に向けて桑折の魅力を積極的に発信するようになります。 ☆☆☆ 

 

☆☆☆ 桑折の町にしっくりする人を明確にする過程で、桑折町民の参画 

を前提にすることから、町民の参画が促進されます。   ☆☆☆ 

 

☆☆☆ また、ブランドメッセージの実現に向けた取組みの中で、町民の 

関心が高いテーマを様々に設定した対話の場を設けることから、 

時宜に応じた双方向間での情報受発信を効果的・効率的に行う事 

ができるようになります。               ☆☆☆ 

 

 

◎多様な主体が桑折の魅力を積極的に創造 

し発信を強化する。 

◎それによって、暮らしの満足感や幸福感 

が高まり、私がこの町に関わっていると 

いうプライドが生まれる。 

◎そのプライドがあるから、まちに関わる。 

◎桑折の町に積極的に関わる人がいればこ 

 の「まち」がさらに良くなる。 

◎さらに良くなると人に対して「いい町」と   

自分たちで言いたくなる。 

◎「いい町」と言いたくなり、積極的に外に対して発信すれば、町外からの認知度・イメージ 

 が向上する。 

◎町外からの認知度・イメージが向上すれば、これが逆転を始めて、外から最近、誉められて 

 いる。⇒なので、もっといい町にしなくっちゃ⇒ぐるぐる回っているうちに、私が関わった 

 からこの桑折がいい町になって来たんだと思ってもらえるようになる(自分には意味がある)。 

                                                                                                                                                  

プロモーションは、ターゲットの心の変容と行動を促すために行う 

⇒ 心が変容したか･･･････････････施策実施前後に計測 

⇒ 行動に移行したか･････････････設定成果指標にて計測 

 
心の変容は、３つの意欲の変化で計測  

① 桑折町の魅力を推奨する意欲(推奨意欲) 

② 地域活動へ参画する意欲(参画意欲) 

③ 地域で活動する人への感謝する意欲(感謝意欲) 

 

概要 評価・効果 心の変容と行動ありようにて評価 

取組みの効果 

《共創参画プロモーションの効果》 


